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伊東　元雄

　平成 11年の 3 月に学 習

院大学理学部自然科学研

究科で学位 を取得 した伊

藤元雄で す 。 博士 論文の

題名は 『Oxygen 　isotopic

microanalysis 　by　SIMS ： Astudy 　of 　the　formation

process　 and 　thermal　 history　of 　 the　Allende

meteorite 　in　the　earlysolar 　system 』で す 。 こ れ は、二

次 イオン 質量分析計 （SIMS｝を用 い て隕石薄 片上 に

存在す る様 々 な鉱物 の 5μ m 程度 の 領域 の
i，，O，　 LTO ．

IsO
の 三 つ の 酸素同位体の 質量分析を行 い 、1嚠・0 に 対

する 170 と1℃ の 比から、初期太陽系星雲 で 隕石が経験

した 出来事を考察する とい うテ
ーマ で す。

　 私 は 学部 で は東京理科大学理学部応用化学科 の 上

野研究室 で 界面 化学を専攻して い ました c そ しで
一
年

間の 研究 生 生活 （こ の 時 は 高分予 の NMR 解析 を 農 工

大で行っ て い ました）の 後に 、 現在の 学習院大学に進

学しました 。 そこ で 現在 もお世話にな っ て い る長沢先

生 、 東工 大の圦本先生 に指導を受けました．修士課

程 の 時 に は 、か ん らん 石中 の 二 価 の 陽 イオ ン （コ バ ル

トとニ ッ ケ ル ）の 拡散速度を東工大の SIMS （imf−3f）

で測定し、博士課程の 前半に は 同様にimf−3fを用 い て

メリライト中 の 希土類元素 の 拡散速度を測定して い ま

した。希土類元素 の 拡散速 度は、そ の イオ ン 半径 の

大 きさに依存す る事が実験的 に判り、そ れ に より天然

で は拡散現象に より希土類元素パ ターン が 変化する可

能性 が 有 ると言 う面 白い 結 果 を 得 る 事 が で きまし た。

しか しハ ッ キ リとし な い 部分も多くあ っ た の で 実験 に

多少行 き詰 まっ て い ました 。 1997年 の 春 に 新型 の imf−

1270とい う超高分解能SIMSが東工大に導入 され 、 秋

頃に は 筑波大学の 丸山さん、金さんらに より酸素同位

体が測れ る下地が で き、 そ の年の 12月からCAI構成

鉱 物中 の 酸 素同位体 の 測 定を始 め ました 。 Elbert

King教授か ら頂い た7R−19・1とい う名前の CAI （Ca，

Al・rich 　inclusion，　fromAllende　meteorite ）を構成する

鉱物 間だけで なく、一
つ の 鉱物 内 の 酸素同位体比 の

分布も詳しく測定しました 。 新しくメ リラ イト中に部分

的 に ］・O の 成分 に 富 む とい う酸素同位体比異常 が 存在

する事、また そ の 変化が 10μm と非常に 狭 い 範囲 で

急激 に起 こ っ て い る事を発見しました 。 従来の 研究結

果 で は メリライト中 で は 酸素同位体の異常が なくス ピ

ネル と輝石中にはほぼ
・一

定 の 大 きさの 異常が見 い 出

され て い ました。この 測定結果から、CAI は非常 に 短

い 時間 の 間に何度も加熱され部分 溶融 し、溶融した

部分の 酸素同位体が 周囲の 太陽系星雲 中の 酸素同位

体 と交換 する事 に よ っ て 急激 な酸素同位体 の 変化し

て い る 部分 が 形成 されたと考えられ ます。今まで は太

陽 系 の 初 期状態 に ll’O に富 む CAI の 元 物質が あ ると言

う事以外は、CA 王の 生成過程や 太陽系の 初期状態 に

関する情報が十分得 られ て い ませ ん で した 。 SIMS に

よ る微小領域分析に より、160 に富むCAI の 元物質の

存在を確認する と共 に、初期太陽 系星雲中で繰り返

し加熱が起 こ っ たとい う証拠を見 い 出しました 。 こ の

ような隕石 の加熱
一
部分溶融の プ ロ セ ス は、不安定な

初期太陽 の活動に よるもの と考えられます。

　横浜 ベ イス ターズ と名古屋 グ ラン パ ス エ イ トを熱狂

的 に 応援 し、ミュ
ー

ジカル や 映画もよく見 ます。またギ

ネス ビール とア イル ラン ドの 民謡音楽をこよなく愛して

い ます 。 今 年度 も学習 院大学 と東 工 大 を往復 して

SIMS に よる 測定 に励 み た い と考えて お ります。今後

ともよろ しくお 願 い 致 し ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上
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稲葉知士

　 東京 工 業大学 に お い て

学部4年か ら7年間、元惑

星 科学 会会長で あ られ る

中澤先生 か ら多大な る御

指導を受 け て どうにか 、

今年（1999 年）の 3 月に学位を取得出来た稲葉 と申し

ま す，博士 論 文 の タ イトル は 「Modeling　of　the

formation　of　 protoplanets　 without 　 nebular 　 gas　 by

solving 　the　statistical　accumulation 　equation 」で、太陽系

形 成 過程 に 関 わ っ て、多 数 の 微惑星 が 合体成長 して

惑星 に なる 過程の 高精度統計計算 に よる研究を 行 な

い ました 。 近年の観測技術の 進歩に より、太陽以外の

星 の 周 りに も木星 ほ どの 大 きさの 惑星 （系外惑星 ）が

発見され 始 め て い ます。そ の ため、惑星とは太陽系 の

みにおける特異 な存在で はなく、星の周りに おい て 普

遍的な存在であるこ とが明らか に なっ て きました、， 惑

星 の 存在 自体は、近年の 観測を待たずに理論的に予

測 され た もの で したが、理論的 に予測 して い たもの と

は非常に かけ離れた惑星の 特徴の 観測は 、我 々 に惑

星 形成 の 理 論 の 再構築 を促 しました，，それた め 、太

陽系星雲等の 初期条件を今まで考えられ て い た以 上

に 広 くふ りな が ら、精度 の 高い 惑星形成過程 の シ ミュ

レーシ ョ ン を行うこ とが必要になっ て きました。そこで、

まず我 々 は最新の 微惑星の 統計的運動学 の 研究成果

を取 り込んだ 高精度統計コ
ードを開発、完成 させ まし

た 、 更 に、惑星集積 の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を行 い 、惑星

成長初期段階か ら暴走成長が始まり、それに続 い て

寡 占成長 に移 る ことを明らか に しました 。 従来 の 研究

で は、成長初期 に は 微惑 星 が 平均 的 に 成長す る 秩序

成長の 段階が あり、その 後暴走成長へ と移 る と考え ら
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れて い ました 。 しかし、我 々 の 結論は こ の 常識 をうち

破るもの で あり、微惑星形成など太陽系初期過程 の

研究を新たな視点か ら再検討する 必 要性を示唆 して

ます。

　 こ こ まで の 研究で は決して惑星系 の あらゆる観測

を 説明 し 得 る 理 論 を構 築出来 て い ない の で、次の 目

標は、惑星形成論 の 完成 で す 。 4月か らは 日本学術振

興会 の 海外学術振興員 として ワシ ン トン DC に ある カ
ー

ネーギー研 究所 に在籍 して 惑星集積 の 研究 の 第
・人

者であるWetherill博士 と共同研究を行なう予定で す。

そ こ で、惑星集積論 を完成させ るよう頑張りた い と思

い ます 。 最後に、海外に こ ん な 私 が い るこ とをどうか

お忘 れ なく今後とも宜しくお願い 致しますe
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今村 　剛

　惑星科学会 に顔 を出す

ように なっ て まだ 日も浅い

の に こ の コ ラム に 書 か せ て

い た だ い て い い の だ ろ う

かと思 い ましたが 、 お誘い

い ただい た の で 自己紹介させて い ただきます。 98年

春に 東京大学 の 地球惑星物理学専攻で学位を取得さ

せ て い ただ きました、今村です。 現在は宇宙科学研究

所に勤務 し、火星探査機 「の ぞみ」による観測 の 準備

や運用、また将来の 惑星探査計画の 検討などを行っ

て い ます。

　私が 大学院で 所属 して い た の は、地球大気の 微量

成分測定や 大気化学研究を行う研究室 で した、，博士

課程 で は 初 め 、指導教官 の 小川利紘先 生 の もと、地

球観測衛星 「み どり」に搭載された赤外分光計の ス ペ

クトル デ
ータを解析して 対流圏 の 微量気体 （オ ゾ ン や

メタン など）の分布を求めるとい う研究をして い ました。

とこ ろが 、 もともと惑星探査に興味 を持 っ て い たた め

か、惑星探査 に 関する論文を遊び半分に読み あさっ

て い るうちに、気が つ い た ら金星大気の 諸問題に 深

入 りして し まっ て い ました。結局 そ の まま金星大気を

テ
ー

マ に 学位論文を書 くこ とに なっ た次第で す。

　学位論文 の 中身は、東大の は しもとじ ょ
一じ氏 （現

在は気候システム 研究セ ンター
）とともに 、 金星 の 雲層

の 形成が ハ ドレーセ ル 型 の 大気循 環 に 強 く支配 され

る ことを示したもの で 或 金星の雲層は濃硫酸が主成

分と思われて い て、そ の 成 り立ちに つ い て 鉛直 1次元

モ デ ル に よる考察は行われて い ましたが、現実的な大

気循環 の 場 の 中で の 形成過程はわか っ て い ませんで

日本惑星科学会誌Vol．8．No ．2
，
ig99

した。大気循環を考慮した簡単な モ デ ル で 雲 や硫酸

蒸気の 分布を求めたとこ ろ、雲 の 厚 さの 緯度依存性

や 3層構造 、また硫酸蒸気分布の 緯度依存性 など、こ

れまで 説明 で きなか っ た観測事実をうまく再現 で きま

した。こ れ まで 別 々 に議論され て きた 金星 の 雲物理 の

問題 と大気大循 環 の 問題 を
一

緒 に 解 い て い か ね ば な

らない ことを示した研 究だと思 っ てい ます。

　日本の惑星探査は 、 今後 5年くらい まで は既に計画

が 立て られ て い ますが 、そ の あとの 方向は決まっ て い

ません 。 月や始源天体 の 探査 を柱にして い くの も
一

つ

の 道 で すが、最近の
一

連の 火星探査 で ク ロ ーズア ッ

プ されてきた地球型惑星 の 気候 の 問題 も、長期的 に

取り組ん で い くに値する非常に面白い 問題だ と思 い

ます。個 人的 に は、金星 に探 査機を送 り、大洋 の よう

な大気が 作り出す気候 の 変動と変遷を解き明 か せ た

ら と夢想 して い ます。 た だ 夢想 して い て もしょ うが ない

の で、金星探査 に興味を持つ 有志 で ミーティン グ を重

ね て計画 立 案を急 い で い るところで す 。

今後ともどうぞよろ しくお願 い 致します。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe
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長谷川　直

　本年度 （1999年3月），

東京大学大学院理学系研

究科で学位を取得い たし

ました．博士論文 の タイト

ル は
”
　An 　estirnate 　of

asteroidal　albedos ．　sizes ．　and 　surface 　regolith 　conditions

using 　the　infrared　spacetelescope
”
（赤外線天文衛星 を

用い た小惑星 の アル ベ ド、直径、レ ゴ リス 状態 の 算

定）で す．私 は 他 に も博士 論文に は あまり繋が りの な

い MUSES −C探査機の サ ン プラーや ダス ト静電加速器

の 研究等 もして おりました の で，そちらの 研究で 私を

御存知の 方は私の 博士論文 の タイトル を聞かれると

よく戸 惑わ れ る み た い で す．さて．小惑星 の アル ベ ド

と大きさは 通常 の 可視光観測 で は 特殊な機器 や 方

法等を用 い ない と各 々 分離して 求め るこ とが で きま

せん．小惑星 の アル ベ ドと大きさを求める方法の 中

で最 もポ ピュ ラーな方法 は 小惑星 を中間 ・遠赤外線

で の 観 測から大 きさを求める方法 で す．この 方法は

HST （ハ ッ ブ ル宇宙望遠鏡）や AO （波面補償光学）を

用い た大型望遠鏡観測 の ように直接 小惑星 の 形状 が

求め られ る の で は なく，平均 した 大きさの み が算出

され ます．こ の 方法 の 利点 として は ア ル ベ ドと大 きさ

を求める為に 必要な観測条件が少なく， 他 の 観測法

よりも容易に大 きさを求めるこ とができます．それ故

に 、 大 きさ観測 の 中 で は 一番多い 2000 個 の 小惑星

の ア ル ベ ドと大きさが この 方法で求め られて い ます．

有 名なもの に赤外線天 文衛星IRAS が全天 をサ ーベ

イした ときに観測され た もの をまとめ た物が あります、

しかしなが ら，IRAS の 最終版小惑星 カタロ グ の ア ル
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ベ ドと大 きさは HST や AO を用 い た 観測か ら求め られ

た もの と値 が 食 い 違 っ て い るとい う事が 指摘 され て

い ました．そ こ で，博士 論文で は最終版 の IRAS 小惑

星 カ タ ロ グ の 改善 を行 い ました．また ， 小惑星 の 表層

上 の レゴ リス の状態を統計的 に求め ， 小惑星が小 さ

い なるに つ れ表層 の 熱慣性 が大きくなるとい う結果

が で ました ．こ の こ とは 小惑星 が 小 さい な ると， 表層

の レゴ リス 粒径が大 きくなるとい うこ とを示唆 して お

り，従来から衝突実験と天体重力から考えられて い

た 事を観測 的 に 示せた こ とに なります．しか しな が ら，

使 用した モ デ ル の 数が 少なか っ た た め に，レ ゴ リス

の件に 関 して は お お ざっ ぱな話しかい えず ，
より定量

的 な議論 の 為 にモ デ ル 数 を増やす こ とが ，今後の 課

題 で す．

　現在は COE 研究員として 宇宙科学研究所に属 して

い ます．今後 ともよろ しくお願 い します．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


